
◆2025年1月の新刊　　　　 日本キリスト教団出版局

聖書の基礎知識

A5判・上製・224頁・定価4,400円（本体4,000円＋税）
ISBN978-4-8184-1184-5　C1016

新約聖書に収められた各文書はいつ、誰によって書かれ、
どのような構造をもつのかなど、読む上で知っておきたい
基本的な情報を凝縮。複数の文書に表れるキーワードに触
れた注も読むことで、聖書をより深く理解できる。旧約聖
書外典にも簡潔に触れる。

【好評発売中】『改訂新版　聖書の基礎知識　旧約篇』C．ヴェスターマン＝著　左近 淑／大野惠正＝訳　定価4,180円

2025年

1月22日
刊行予定

J．ヴェーネルト 協力

吉田 忍 訳 明治学院大学教養教育センター専任講師

C．ヴェスターマン／F．アーヒウス  著

新約・
旧約外典篇

新約聖書全体を鳥瞰するにはこの一冊！

①新約聖書に収録されている文書の構成や特徴がすっきりと分かる
②聖書の他の箇所（特に旧約）との関係に配慮した注は、説教準備にも役立つ
③翻訳が正確で読みやすい

ここが
ポイント！
☞



◆2025年1月の新刊　　　　 日本キリスト教団出版局

『説教黙想 アレテイア』誌に2017〜18年連載された、創
世記の重要単元の説教黙想を書籍化。定評ある執筆陣
が、聖書の原点・信仰の原点と向き合った黙想は、説教
準備にも信徒の学びにも資する。上巻は全体の序論、天
地創造からヤコブ物語の「ベテルの夢」までを収録。
A5判・並製・264頁・定価3,520円（本体3,200円＋税）
ISBN978-4-8184-1186-9　C1016

創世記 1─28章
日本キリスト教団出版局 編

小友 聡／本城仰太／藤掛順一／石井佑二／橋谷英徳
高橋 誠／徳田宣義／河野行秀／浅野直樹／小泉 健
蔦田崇志／楠原博行／小副川幸孝／吉村和雄

説教黙想アレテイア叢書

【シリーズ続刊】『創世記 29─50章』2025年2月25日刊行予定

『説教黙想アレテイア』96〜97号、
および98号の一部を書籍化！ 

執 

筆 

陣

2025年

1月23日
刊行予定



◆2025年1月の新刊　　　　 日本キリスト教団出版局

第1部　神学の見地から
　第1章　聖書的和解の神学的位置づけ
　　　　　─キリストを通し天と地をつなぐ生き方……藤原淳賀

第2部　旧約聖書学の見地から
　第2章　旧約聖書における「和解」序説……左近 豊 
　第3章　W. ブルッゲマン教授に聞く　「和解」とは何か？
　第4章　律法における「和解」─創世記20章を手掛かりに……藤田潤一郎
　第5章　預言書と諸書における「和解」……左近 豊
　第6章　研究ノート　旧約聖書における「和解」の語彙に関する試論……左近 豊

第3部　新約聖書学の見地から
　第7章　神による「愛敵」としての和解
　　  ─パウロの和解理解をめぐる聖書神学的考察

……河野克也
　第8章　パウロの「和解」主題……浅野淳博 
　第9章　誰と誰の和解か？
　　　　　─パウロ的「和解」概念の発展と継承……辻 学 
　第10章　福音書における「和解」……大宮 謙 
　第11章　パウロの「和解」理解の継承と課題……河野克也
おわりに　聖書的和解のために……藤原淳賀  

目
　
次

左
さ

近
こ ん

 豊
と む

  編
1968年、東京生まれ。東京神学大学大学院修了、米国コロンビア
神学大学院修了（Th.M.）、プリンストン神学大学院博士課程修了（Ph.
D.）。旧約聖書学専攻。現在、青山学院大学国際政治経済学部宗
教主任・教授。日本基督教団美竹教会牧師。

聖書における和解の思想

A5判・上製・352頁・定価4,400円（本体4,000円＋税）
ISBN978-4-8184-1185-2　C3016

異なる価値観をもつ人々が、いかにして「和解」による
対話と共存の可能性を探りうるのか。共同体の危機のさ
なかで編まれた旧新約聖書は、この課題にどのように取
り組んでいるか。七人の気鋭の神学者・聖書学者が集い、
聖書における「和解」の思想を論じ尽くす意欲作。

現代世界の最重要課題について、
聖書は何を語るか？

2025年

1月24日
刊行予定



説教の聴き方
語られ、聴かれ、生きられるみことば

教文館　新刊案内 1月22日発売予定

四六判・並製・216頁・定価1,980円（本体1,800円＋税）　ISBN978-4-7642-6184-6　C0016

「説教で満たされない……」と悩む信徒たちへ
「説教が伝わらない……」と悩む牧師たちへ

説教の語り手と聴き手のあいだに、なぜ「ズレ」や「すれ違い」が生まれるのでしょうか？
どうすれば、お互いの信頼関係を取り戻すことができるのでしょうか？
牧師と信徒が「説教」をめぐって対話をするための心得を磨く11章。
「私の願いは、このような幸いな説教聴聞の経験を一人でも多くの方々が経験してくださることです。そのために、この拙い本が何かのきっかけ
となって、教会でみことばの語り手と聴き手がともに学び合うような機会が増えること、そしてみことばの語り手である説教者がますます確信を
もって神のみことばを生き生きと語るようになり、みことばの聴き手たちがますますみことばのいのちに養われ、力を得て新しい日々に遣わされ
ていき、そのようにして語られたみことばが、聴かれ、生きられるみことばとして力を発揮することが起これば幸いです。」（「あとがき」より）

❖著者紹介 朝岡 勝（あさおか・まさる）　1968年生まれ。東京基督教短期大学、神戸改革派神学校卒業。日本同盟基督教団西大
寺キリスト教会、東岡山キリスト教会、徳丸町キリスト教会牧師、東京キリスト教学園理事長・学園長を経て、現在、
市原平安教会牧師。著書　『教会に生きる喜び』、『大いに喜んで』、『聞き書き　加藤常昭』（共著）、『香港の民主化
運動と信教の自由』（共著）、『夜明けを共に待ちながら』（共編著）（以上、教文館）ほか多数。

朝岡 勝❖著



　教 文 館 新刊案内 2025年1月24日発売予定　

A5判・上製・158頁・定価2,200円（本体2,000円＋税）・ISBN 978‒4‒7642‒9208‒6　C0037

合衆国ドイツ改革派教会による宮城女学校の設立（1886 年）以来 130 年を超える歴史を有す
る宮城学院。キリスト教信仰に基づく建学の精神は今日までどのように受け継がれてきたのか。
学院揺籃期の生徒・卒業生の進取の気性に富む実像が窺える論考集。

学院創設の土台を見据える

宮城学院に連なる人々
佐々木哲夫 編著

ドイツ改革派の理念の継承

　　　　はじめに──学院の土台
　１　理念の継承──ドイツ改革派教会と宮城学院（佐々木哲夫）
　２　資料室の使命──宮城女学校第七回生（佐々木哲夫）
　３　宮城女学校第七回生の夫たち──顔写真特定と目歯比率（佐藤亜紀）
　４　バイブル・ウーマンの活動（サディ・リー・ワイドナー、飯塚久榮訳）
　５　明治期における宮城女学校バイブル・ウーマンの活動──明治後期の年次報告から（栗原　健）
　６　『橄欖』成立の歴史とそこに見る生徒の「自主」（小羽田誠治）
　７　あらたなる希望の花を胸に秘め──宮城女学校生徒による短歌の世界（栗原　健）
　８　宮城学院と「初週祈禱会」──押川方義を介して（松本　周）
　９　宮城学院中学校高等学校墓前礼拝（大久保直樹）
　　　　おわりに──私立キリスト教学校（大学）を思う

《編著者紹介》
佐々木哲夫（ささき・てつお） 
1949 年生まれ。
宮城学院理事長・学院長、
宗教総主事。日本基督教団
正教師。東北学院大学名誉
教授。東北学院元院長。



新教出版社　新刊案内　2025 年 1月 24 日発売

倫理倫理　　DBW版新訳DBW版新訳
［著］ディートリヒ・ボンヘッファー
［訳］ 宮田光雄（監訳）、村松惠二、本田逸夫、小嶋大造、星野 修

ライフワークの完全新訳、待望の刊行
ボンヘッファーがライフワークとして取り組み、秘密警察による
逮捕と刑死によってついに未完に終わった倫理学。
長らく森野善右衛門訳『現代キリスト教倫理』として読み継がれ
てきたが、ここに新版ボンヘッファー全集第 6巻（DBW6）に基
づく全く新たな訳が完成。
ナチの監視下に慌ただしく書き継がれた草稿を徹底的な校訂によ
って成立年代順に再構成し、膨大な脚注を付したDBW版は、著
者の構想を余すところなく明かにし、キリスト教倫理の可能性を
鮮やかに指し示す。

宮田光雄＝東北大学名誉教授、村松惠二＝弘前大学名誉教授、本田逸夫＝九州工
業大学名誉教授、小嶋大造＝東京大学教授、星野 修＝山形大学名誉教授

四六判・上製・820 頁・本体 6300四六判・上製・820 頁・本体 6300 円（税込定価 6930 円）
ISBN  978-4-400-40305-0　C1016
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新教出版社　新刊案内　2025 年 1月 24 日発売

平和の福音に生きる教会の宣言 平和の福音に生きる教会の宣言 
日本キリスト改革派教会「平和宣言」と解説日本キリスト改革派教会「平和宣言」と解説
吉田 隆、長谷部弘、弓矢健児、豊川 慎［共著］

戦火の絶えぬ現代世界で 
教会はいかなる宣教をなすべきか
改革派教会は、2023 年の大会で「平和宣言」を採択した。
この宣言は、今日と将来の教会がこの世に対して果たすべき責任を
〝平和をつくる〟という視点から積極的に展開する。
本書は、この宣言が日本の教界で広く共有され、教会における学び
の素材とされることを願って、本文と共に懇切な解説を施した。

吉田　隆＝甲子園伝道所宣教教師、神戸改革派神学校校長
長谷部弘＝東北大学名誉教授、宮城学院女子大学学長
弓矢健児＝西神教会牧師
豊川　慎＝関東学院大学准教授

小 B6 判・並製・119 頁・本体 900小 B6 判・並製・119 頁・本体 900 円（税込定価 990 円）
ISBN  978-4-400-40761-4　C1016







  女子パウロ会       値上重版のご案内　　　　　　　2025年 1月中旬 発売予定       

定価1,870円（本体1,700円＋税）  B６判  230頁  並製   ISBN978-4-7896-0048-4  C1016

心と体を静め、深く集中し、直観能力も育みながら祈る「サダナ」（神への道の意）と呼ばれる
祈りの実践的手引書。
祈りを深めたい方や祈りの指導者だけでなく、どう祈ったらよいか模索中の方にもお薦めます。

アントニー・デ・メロ著

裏辻　洋二訳

イエズス会司祭。
1931年ボンベイ生まれ。スペインで哲学、
アメリカで心理学を学び、インドに帰って
東洋と西洋の霊性の統合、心理学とイグ
ナチオ的霊性の統合を試み、司牧カウン
セリング研究所「SADANA(サダナ)」を
主宰。多くの国で黙想指導、祈りのセミ
ナーを開く。1987年米国で客死。

主な邦訳著書に『何を、どう祈ればいい
か』、『ひとりきりのとき人は愛することが
できる』、『心の泉』、『沈黙の泉』（女子パ
ウロ会）がある。

東洋の瞑想とキリスト者の祈り

知覚を意識する

　　沈黙、この豊かなるもの/体を知覚する、思考をコントロールする/呼吸を知覚する/息、神の

   現存/息をとおして神と交流する/体を静める/体で祈る/神に触れる/音と観想/集中、自己

   を意識する/被造界を意識する/他

幻想を用いて祈る

     幻想から現実へ、現実から幻想へ/祈りの場所/ガリラヤへ帰る/人生、この喜ばしい秘義/人

   生、この悲嘆に満ちた秘義/憤慨からの離脱/イエスに椅子を/イグナチオ・ロヨラの観想/象徴

   的幻想/心の痛手、その癒やし/生命、その真価/向こう側から人生を見る/体よ、さようなら/

   過去を意識する/未来を意識する/他者を意識する/他

心で祈る

　　ベネディクトの祈り/口で祈る/イエスのみ名を祈る/神のみ名を祈る/あなたを見つめるイエス

   に祈る/キリストの愛に自己を委ねる/イエスのみ名、イエスへ導くもの/とりなしの祈り/嘆願

   の祈り/イエスのみ名、救いの力/イエス語録で祈る/祈りと聖なる望み/賛美の祈り/他

待望の重版出来！


